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保育実習における学生の意識変化の考察
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いる。施設側と学生側の差が大きかつた項目は (2)実習への取り組み (3)子どもの理解 (4)
子どもとのかかわりである。このことは子どもへのかかわり方や援助の方法など,技術のみで保
育が成り立つわけではなく,人間性・自己への洞察力をはぐくんでいくものであることを語つて
いるものと考える。また指導実習に関しては学生側の評価が大変低いパーセンテージである。実
習前に指導実習に対しての不安で,質問など多いことは確かである。“実習前に学んだことで役に
立ったこと"“実習前に学んでおきたかったこと"のアンケ‐卜を取つた結果,指導案作成や指導
技術に関してははどちらも多かった。指導実習は子ども一人一人への理解とその場に応じた対応
(指導技術)が要求される。今回の実習を通して指導的立場に立つことの難しさと保育士としての
責任を感じ取ったことと思う。
また,保育実習指導という教科で現場での実習を想定して教室で学ぶことより実祭に実習現場
で習得する事の多さに我々教員は実習の成果が大きい事を知る。今後は実習施設からの評価やコ
メントに実習中の学生の様子を測り,現場実習と授業教科のバランスをとりながら指導していき
たいと思う。
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